
平成 23年度第 5回地方独立行政法人桑名市民病院評価委員会 次第

日時 平成 24 年 2月 10 日 (金)
13 :30 ~

場所 桑名市役所 3階第 2会議室

1 開会

2 議事
① 中期計画の変更について

② 業務方法書の変更について

③ 役員の報酬等について

④ その他

3 閉会

き隊



地方独立行政法人桑名市総合医療センター (桑名市民病院) 中期計画変更 【薬】

中期目標 中期計画

変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後 (案)

(題名)
‐ (題名)

地方独寺行商法人桑名市民病院中期目標 地方独.立行政法人桑名市総合疾病センター中 地方独立行政法人桑名市民病院中期計画 地方独立行政法人桑名市総合疾病センター中

期目標 期計画

(前文)

前文 前文 はじめに はじめに

桑名市拝岸Rかけ 市民に安心 .等仝な疾病を提供 桑名市民病院は、市民に安心 ･安全な医療を提供 地方独立行政法人桑名市民病院 (以下 ｢法人｣ と 平成 24 年 4月 1日、轍方独立行政法人桑名市民病

し~ その衛時の保持を図るため、 地藏の中核病院と し、 その衛時の保持を図るため~ ▲地桁t}の !納まれ ,んと いう。 ) は、桑名市民病院が地域の中核病院として、 院とl矢滕法人軸小総合ブ割垢との門 ハ合を機に、 法

して設置された病院である.
･ して昭和41年 4月に設置され、 開院以来43年間にわ 市民への安心 ･安全な挟療の提供及び‘曲痔の保持を 人名称を抑方独立行政法人桑名市総合医療センター

その使命を達成すべく、 昭和41年 4月の開院以来 たり、 救急医療をはじめとする高度医療を提供する 図る特命を一層婢実に果たすため、 桑名市長から示 (以下｢法人｣という。 ) に亦吏することとした。

43午間封わたり、 救脅広時をはじめとする高麿疾病 とともに、 本市及び地域財鞍ける榛瘤水準の両 H r された中期目標の達成が求められている。 本法人は、 撫捕り中核病院として、 市民の安心･

を提供するとともに、 本市及び地構れ,おける隣瘤水 寄与 してきたボ 需 ◆乙-年10月 1 日、 結ん ^“辞去人 すなわち、 法人は、 市民の医療需要の変化や医療 安全な-失点の提供及 び鰊毒の保持を図る使命を 層

準の向上に寄与してきたが~ 舟信認 ･ 整備は老朽化と 和心会平田循環器病院との統合を行うとともに、 目 制度に関する諸課題を的確に捉えた上で、 地方独立 確実に里方すため、 桑名市長から示された中期目標

狭溢化が進んでいる。 律性、機動性彩び透明性の高い離散:雷営と、職員個々 行政法人制度の特長である自主性 ･自律性を最大限 の達成が求められている。

また~ 近年の病院を取り巻く環境は、 少子高齢化 の業績や能力をより反映した人事管理及び給与制度 に発揮した病院運営と医療の質の更なる向上及び病 すなわち、 法人は、 市民の医療需要の変化や医療

の進行や生活習慣病の贈町等に伴う医療需要の多様 の導入が可能となる~ 非公務員型の熱觜紬寺行政法 院財政の健全化に取り組み、 患者及び市民の期待と 制度に関する諸課題を的確に捉えた上で、 地方独立

化や国の灰ア滯言葺度改革もし加え、 地域ルト皿、信
" 人に移行することとした。 信頼に応える病院づくりを目指さなければならな 行政法人制度の特長である自主性 ･自律性を最大限

等の不足により、 病院機能の低下を招くとともに、 移行後は~ 地方独占行政法人知庶の特長を十分に い。 に発揮した病院運営と医療の質の更なる向上及び病

収支バランスの悪化による経営的な危機に直而する 活かした病l院運営、 病院を取り巻く環境の変化への また、 現仕の桑名 中lt m ;･十 寸満の利徳中性'票 院財政の健全化に取り組み、 患者及び市民の期待と

に至った。 "刊東な対応、 及び腰痔の質の更なる向上に取り組む く、 開院後43年が経渦 し、 施設 ･ 設備の老朽化と狭 信頼に応える病院づくりを目指さなければならな

このような危機的状況に対応し、 質の高い疾療を ことにより、 経営の効率化と職員の意識改革に一定 聡仲が進んでおり、 これらを解決する必要がある. い。

継続的かつ安定的に提供して、 市民の期待と信頼に の成果を挙げてきた. しかしながら、 今後、 本格的 このため、 桑名市 お車均して施設整備計画を早急 今回の医療法人山本総合病院との再編統合によっ

応えることは、 公自細大衆望彗胃と しての貴務である。 な高齢社会の到来を控え、 地域における限られた医 に策定した上で、 新たな地域の中核病院の実現に取 て、 疾師 ･看護師等の人的資源や病床 ･医療粉婉q笙

特に、 市民病めむに求められ る "･増そま、 地域の医療 療資源を活用し~ より効果的 ･ 効率的な地流e辰療操 り組むこととし、 それまでの間は、 桑名市民病院枝 の物的資源の効率的な配置が可能となった。

機関との連携及び役割分担の下で、救急医療、小児 ･ 供体制を確立するために、 人的資源である医療スタ び桑名市民病院分院において医療を提供することと 今後は~ 桑名市屏病院封姦名西反痔センター、 桑

周産期医療、 感染症医療、 災害その他緊急時におけ ッフと、
物情資源であるベッ ドや灰痔機礬などの設 する。 名市民病院分院は桑名南医療センター、 山本総合病

る疾病、 高席戻り春等の不採算医療や政策庚痔も含め 備を焦約し、医療機能及び戻療提供体制を再構築す こうした観点から、 ここに地方独立行政法人桑名 院封蝨名南医痔センターとして運営しつつ~ 3 痒腔

た、 質の高い医療を市民に対して安全に提供するこ ることが必要である. 中興の杣元中期計画を定め、 これに基づいて法人の便 の糸川量融合に努めるとともに、 将来封わたり、 地域

ととともに、 病気の予防や便建し等、 市民の徒露を守 このため、 平成24年 4月 1日、 さらに医療法人山 命を達成するべく、 役職員一丸となって業務の遂行 のイ主属病安心 して生活できる戻痔を女【÷* - ･′… “'

るための灰痿を供給することである. 本総合病院との統合を行い、 この統合を機に、 本法 に当たることとする。 なお、 この中期計画は、 中期 に提供し、 地域の主たる役割を担う新病院整備に向

そして、 このような医療を提供するためには、 病 人の名称を地方独立行政法人桑名市総合医療センタ 目標の達成★当たり、 現在の 2 病院の体制で笄繭す けた再構築を進めていくこととする.

床数、 診療科の整備及び挨師等の確保を勘案して、 一に変更するとともに、 桑名市民病院、 桑名市民病 るべき中期計画としており、 新病院整備計画が決定 なお、今回の中期計画の変更については、 平成 26

新たな地域の中核病院の実現に取り組む必要があ 院分院、 山本総合病院を、 それぞれ桑名西医療セン した際には中期計画の見直しを行うものとする。 年 3 月 31 日までの間、桑名 西医療センター~ 桑名南
′
◆
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る。

これらの使命と責務を一層確実に果たしていくた

め、 桑名 市民病院は、 自律性、
."′〆:‐梓彩び義 明性の

名南医療センター 桑名東医療 中期計画の中で、 新病医の実現に合を 箏セ ンター、 桑名 束庚痔

変更 し、 同日以降は、 この 3 病院を運営 しつつ、 再 せて計画する南項については、 名機関との憐鎌 斑会 実施するべき計画としており、 新病院整備計画等

桑名 市民病院は、 自律性、
."′〆:‐梓彩び義 明性 編に向けた準備を行うこととした。

平成24年 4月の統合後は 地方独立行政法人移行

討カミ必要と予想される内容 を誓書求しており ~ 第 3 策定に伴う中期目標の改正が生じた際には中期計画

高い望 " 運営と、 職只個々の“‐･べ 能力を 予算 (人件費の見積りを含む)、 収支計画及び資金 の見直しを行うものとする。

(注) 桑名南医療センタ ｣

り、桑名東医療センターの数値は、平成 23 年度

高 い、+ " ②ゞ“ .々 の ･ 能 )7 iv u果

した人事管理及び給与制度の導入が可能となる、 非 後『准めてきた取り組みの着実 を翻ルと、 3卯 十画には、 それに係る費用は含んでいない。

(注) 以下の計画中、 桑名市民病院分院の数値は、

平成20年度までは旧平田循環器病院の数値であ

る。

第 1 市民に対して提供するサービスその他の業務

の質の向上に関する目標を達成するためとるべき

措置
1 高度医療の提供

(D 重点的に取り組む医療の実施

救急医療については、 現在 5 病院が病院群輪

番制を敷いており、 それを尊重しつつ救急医療

の増強を図る。

具体的には、 地域の医療機関からの紹介患者

及び救急車搬送患者を積極的に受け入れる。
〔桑名市消防本部救急搬送患者数に占める受入

れ患者数の割合〕

病院名 平鹿8年 平型9年 平成20年 平成2桁
□-園 ua

公務員型の地方独立行政法人に移行することとし 紐靴融合に努めるとともに、 来たるべき本格的な再

た。

移行後は、地方油寺行政法ノ･桑名市民病院として、

編に向けた準備を強力に推し進め、 もって市民の期

待と信頼に最大限応えていくことを期待する。
までは旧山本総合病院の数値である、

4 -

平成20年 平成22年 平成25年
病院名 - -一一

生寄書イ酉裏緒値 ｣

桑名西医療センター 18 .8 %

(12 31′、) 22,6 %
50 .0 %

桑名南腰療センター 2,2 % (1、576人)

(146人)

巻く環境の変化への報濠な対応、 及び腰療の質の更

なる向上に取り細み、 あわせて経営を効率化すると

ともに、 職員の音熱帯革を徹底 し、 さら“薄丁患普及

び市民のニーズを把握する散"R a を行い、 その崩れ

に最大限応えていくことを期待する。

第 1 中期目標の期間

平成21年 10月 1 日から平成26年 3 月 31日までの 4

年 6 か月間とする。

第 2 市民に対して提供するサービスその他の業務

の質の向上に関する事項

1 高度医療の提供

①“重点的に取り組む医療の実施

救急医療並びにがん、 脳血管障害、 循環器疾

患、 糖尿病及び消化器疾患の分野における高度

医療及び急性期医療に重点的に取り組むこと。

病院名
平成18年 平成19年 平成20年 平成25年

病院名
平成20年

裏緒値
平成22年
生寄書イ酉

平成25年

桑名市民病院 17･ 1 %

(1,1l4人)

17･0 %

(1,130人)

18.8 %

(1,231人)
25.0 %!

桑名西医療センター 18 .8 %

(12 31ノリ 22,6 %

(1、576人)
50 .0 %

桑名市民病院分院 2.6 %

(i71人)

2.7 %

(177人)

2 2 %

(146人)

桑名南腰療センター 2.2 %

(146人)
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(2) 診療機能の整備

医療需要の質的及び量的変化や新たな医療課

、

.

.

･

備考 桑名市の二次救急医療については、 桑名市

民病院を含む輪番5病院が、 また、 いなべ

市では、いなべ総合病院が二次救急を担っ

ており、 平成20年消防本部救急搬送者数

は、 6,562人である。

桑名市民病院を含む輪番5病院及びいなべ

総合病院の平成20年消防本部救急搬送率

76.5 % 及び搬送患者数5,022人である。

また、 海南病院及び市立四日市病院への平

成20年消防本部救急搬送率11.5 % 及び搬

送患者数757人である。 残り、 783人は、 市

内の他病院等へ搬送されている。

･ ヒンター 14,5 % 19 ,9 %

(953 人) (1,387 人)

病院名 区分 平成20年度 平成22年

実績値 度実績値

がん 965人 499人
桑名西医

脳血咎障害 425人 316人
癖センタ

循環器疾患 1,329人 252人

- 糖尿病 1,081人 1,276人

がん 8 人 15人
桑名南医

脳血管障害 16人 25人
療センタ

循環器疾患 713人 950人

- 糖尿病 525人 632人

がん 1,173人 1,151 人
桑名東医

脳血管障害 74人 54 人
療センタ

循環器疾患 42 1人 38 1 人

- 糖尿病 2,600人 4 .4 3 7 人

とン ー

(953 人)

がん、 脳血管障害、 循環器疾患、 糖尿病及び

消化器疾患の分野における高度医療及び急性期

医療に取り組むため、 治療内容の充実及び医療

提供体制の強化を図る。

〔がん、脳血管障害、循環器疾患及び糖尿病の

患者数〕

病院名 区分 平成20年度実績値

がん 965人

桑名市民 脳血管障害 425人

病院 循環器疾患 1,3 29 人

糖尿病 1,081人

がん 8 人

桑名市民 脳血管障害 16人

病院分院 循環器疾患 713人

糖尿病 525人

備考 がん、脳血管障害及び循環器疾患については

入院患者数、 糖尿病については外来患者数

Y,
. ･

(2) 診療機能の整備

忠古三:% ←医療需要の変化に対応するため、

病院名 区分 平成20年度

実績値

平成22年病院名 区分 平成20年度実績値

度実績値

桑名市民

がん 965人

脳血管障害 425人
桑名西医

がん 965人 499人

病院 循環器疾患 1,3 29 人 脳血管障害 425人 316人
癖センタ

循環器疾患 1,329人 252人糖尿病 1,081人

- 糖尿病 1,081人 1,276人

桑名市民

がん 8 人

桑名南医
がん 8 人 15人脳血管障害 16人

病院分院 脳血管障害 16人 25人循環器疾患 713人
療センタ

糖尿病 525人 循環器疾患 713人 950人

-備考 がん、脳血管障害及び循環器疾患については

入院患者数、 糖尿病については外来患者数

糖尿病 525人 632人

桑名東医
がん 1,173人 1,151 人

脳血管障害 74人 54 人
療センタ

循環器疾患 42 1人 38 1 人

- 糖尿病 2,600人 4 .4 3 7 人
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題に適切に対応するため、 出右を/‘′べ医療需要

の変化に即して小児科、 産婦人科等、 診療部門

の充実及び見直しを行うこと。

また、 地域住民の医療需要に応じた専門外来

の設置及び充実を進めるなど、診療機能の整備

を図ること。

(3) 高度医療機器の計画的な整備及び更新

桑名市民病院に求められる高度医療を提供で

きるよう、 中期目標の期間における資金計画を

策定し 、 計画的な医

療機器の更新及び整備を進めること。

(4) 災害時及び重大な感染症の流行時等における

医療協力体制の整備

災害時及び重大な感染症の流行時等には、 桑

名市からの要請に基づき必要な医療を提供する

など、 桑名市が実施する災害対策等に協力する

こと。

2 医療水準の向上

(1) 医療職の人材確保

桑名市民病院において提供する医療水準を向

上させるため、 優秀な医師、 看護師及び医療技

術職員の確保に努めるとともに、 臨床研修医及

び後期研修医 (専門分野の研修を行う医師をい

う。 ) の受入れに努めること。

また 、 よ

即 した膜痿が提‐供できるよう

一

･

各病院

、 病院間の密接なう重機の下

各病院

ゞ 特に小児科及び産婦人科について

診療科及び診療時間をはじめとする診療機能の

充実又は見直しを行う。 特に小児科及び産婦人

科の機能向上に努め、 産婦人科については、 助

産師を採用するなどして、 現在休止している分

娩を平成2R年度までに再開する。

地域住民の医療需要に応じた専門外来の設置

及び充実を進める。

新病院の実現に合わせて、 I C U の施設基準

を達成する。

(3) 高度医療機器の計画的な整備及び更新

中期目標の期間における

整備及び更新計画を策定し、

医療機器の計画的な整備及び更新を進める。
医療機器の整備及び更新に当たっては、 稼働

率や収支の予測を十分に行った上で進めるとと

もに、 リース等を含めた最適な導入形態を検討

する。

新病院の実現に合わせて、 放射線治療装置な

ど、 高度医療機器等の設備皿の充実を図る。

(4) 災害時及び重大な感染症の流行時等における

医療協力体制の整備

災害医療に関する研修及び医療救護を想定し

た訓練等を充実させ、 災害に備えるとともに、

災害時には、 桑名市からの要請に基づき必要な

医療救護活動を実施し、桑名市が実施する災害

対策に協力する。

新病院の実現に合わせて、 施設 ･設備面での

充実を図り、 重大な感染症の流行時等における

入院診療等において、 地域医療に貢献する。

2 医療水準の向上

(1) 医療職の人材確保

設備の整った新たな地域の中核病院を実現す

るとともに、 医師の待遇を向上させ、 各種専門

医の研修機関としての認定を促進するなど、 医

師にとって魅力的な病院作りに努めつつ、 大学

等関係機関との連携の強化、 公募の推進等によ

り、 医師の確保を図る。

･協豊を踏まえて、名 肘 折,の 1矢〃･･

… ノ密接な連携の下、

牽師を採用するなどして、 現在休止している分
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り多くの採用希望者を集めるべく、 魅力ある病

院の施設作り及び運営に努めること。

(2) 医療職の専門性及び医療技術の向上

医師、 看護師及び医療技術職員に対して、 資

格の取得も含めた教育研修体制の充実を図るな

ど、 専門性及び医療技術の向上を図ること。

･

･

臨床研修プログラムの改善及び充実を図るな

ど、 教育研修体制を整備し、 臨床研修医及び後

期研修医 (専門分野の研修を行う医師をいう。)

の受入れ拡大を図る。

看護師、助産師及び医療技術職員については、
教育実習等を通じて関係教育機関等との連携を

強化し、 看護師、助産師及び医療技術職員の確

保を図る。

医師の長時間勤務の改善や育児中の女性職員

の業務の負担を軽減するな ど、ワーク ･ライフ ･

バランス (仕事と生活の調和) に配慮した働き

やすい環境を整備し、 人材の確保と定着に取り

組む。 特に、 女性医療職については、 柔軟な雇

用形態や院内保育所の充実等により、 その確保

を図る。

(2) 医療職の専門性及び医療技術の向上

医師、 看護師及び医療技術職員に対して、 学

会、発表会や研修への参加と職務上必要な資格

の取得を促すため、 業務の交代や軽減並びに法

人が負担する必要経費の増額など、 その支援を

拡大する。

そのうち法人が負担する必要経費について

は、 年度ごとに漸増させ、 平成25年度において

平成20年度 (7 2 85千円) 比30 % 程度の増額を目

指す。
〔学会、発表会等への延べ参加者数 (カッコ内は

うち発表者数)〕

病院名 区分 平成20年度実

績値

桑名市民
医師 122人 (18人)

病院
看護師 105人 (3 人)

医療技術職員 44人 ( 1 人)

医師 0 人 (0 人)

特に小児科及び高婦人科について肘 医療

スタッフの条約を図るとともに、 前火な庚肺の" 【

を図るn

･

病院名 区分 平成20年度 平成“年度

実績値 実績値

桑名西
医師 122人 (18人) 115人 (8 人)

面舵 看護師 105人 ( 3 人) 105人 (5 人)

ン夕一
医療技 44人 (1 人) 82人 (4 人)

一一一 術職員

病院名 区分 平成20年度実

績値

病院名 区分 平成20年度

実績値

平成“年度

実績値

桑名市民

病院

医師 122人 (18人)
桑名西

医療セ

医師 122人 (18人) 115人 (8 人)

看護師 105人 (3 人) 看護師 105人 ( 3 人) 105人 (5 人)

医療技術職員 44人 ( 1 人) 医療技

術職員

44′＼ ( 1 人) 82人 (4 人)
ン夕 -

医師 0 人 (0 人)
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(3) 地域医療連携の推進

地域の中核病院としての役割を果たすため、

他の医療機関との機能分担と連携を強化すると

ともに地元医師会等と協力し、 紹介された患者

の受入れと患者に適した医療機関への紹介を進

め、 紹介率及び逆紹介率の向上を図ること。

~

'

･

桑名市民 看護師 25人 (0 人)

病院分院 医療技術職員 32人 (1 人)

特に、 看護師については、 専門看護師及び認

定看護師の資格の取得を促進する。 (専門看護

師とは、 社団法人日本看護協会専門償。叉画質芯定

審査に合格し、 特定の専門看護分野において卓

越した看護実践能力を有することが認められた

者をいい、 認定看護師とは、 同ずれハサ定信

認定審査に合格し、 特定の認定看護分野におい

て熟練した看護技術と知識を有することが認め

られた者をいう。 いずれも高度な看護の提供が

可能となり、 診療報酬の加算もある。 )

〔専門信日受日中数及び認定看護師数〕

病院名 区分 平成20年 平成25年

度実績値 度計画値

桑名市民病 専門看護師 0 人 1 入

院及び分院 認定看護師 0 人 3人

(3) 地域医療連携の推進

地域の中核病院としての役割から、 他の医療

機関との機能分担と連携を強化するため、 地域

連携パスを作成する。

紹介された患者の受入れと患者に適した医療

機関への紹介を、地元医師会等と協力して進め、

紹介率及び逆紹介率の向上を図る。

桑名 南 も医師 0 人 (0 人) L1人 (0 人)

一一一 看護師 25人 (0 人) 34人 (0 人)
医療セ一一一 医療技 32人 (1 人) 13人 ( 1 人)
ン夕一一一▲ 術職員

桑名東
医師 96人 (11人) 69 人 (9 人)

- - 看護師 219人 (0 人) 145 人 (1 人)
医療セ

′のに 医療技 80人 (3人) 115 人 (2 人)

一一一 術職員

･′

病院名 区分 平成20年 平成22年 平成25年度 l

計画値 -度実績値 度実績値

熱名西医療 専門
0 人 0 人

センター及 看護師

ぴ桑名南医 認定 専門看護師

療センター 看護師
0 人 o 人

1 人

専門 認定看護師
0 人 0 人

桑名東医療 看護師 8 人

セ ンター 認定
0 人 0 人

看護師

医療技術職員 32人 (1 人) 看護師 25人 (0 人) 34人 (0 人)

医療技

術職員

32人 (1 人) 13人 ( 1 人)

桑名東

医療セ

ン夕 -

医師 96人 (11人) 69 人 (9 人)

看護師 219人 (0 人) 145 人 (1 人)

医療技

術職員

80人 (3人) 115 人 (2 人)

病院名 区分 平成20年

度実績値

平成25年

度計画値

病院名 区分 平成20年

度実績値

平成22年

度実績値

平成25年度

計画値

桑名市民病

院及び分院

専門看護師 0 人 1 人 熱名西医療 専門

看護師
0ノ、 0 人

専門看護師

1 人

認定看護師

8 人

センター及認定看護師 0 人 3人

ぴ桑名南医 認定

看護師
0 人 0 人

療センター

桑名東医療

専門

看護師
0 人 0 人

セ ンター 認定

看護師
0 人 0ノ、
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(4) クリニカルパスの作成及び適用と後方支援体

制の整備

標準的かつ効率的な医療を提供することで患

者負担を軽減し、 治療期間の短縮にも寄与でき

、
-

"

、

f

〔紹介率〕

病院名 平成2o年度実 平成25年度計画可績値

霧簾繊毛礬岬

他の医療機関に対して、 C T や M R I等の検

査データの貸出しをはじめとする診療情報の提

供や、 それらの検査の受託を積極的に進める。

〔他の医療機関からの検査受託件数〕

病院名 区分
平成20年 平成25年度
度実績値 計画値

議諾賞彙.
4 件 卸可

吸症候群簡
○件 20件

易検査
C T 4 件

桑名市 C T o 件 30件

民病院
分院

備考 平成20年度実績値については、平成21年 1月から同

年 3月までの件数

新病院の実現に合わせて、 地域がん診療連携

拠点病院の指定を受けることを目指す。 (地域

がん診療連携拠点病院とは、 がん診療における

地域格差をなくし質の高いがん医療を提供する

ために、 地域におけるがん診療連携を推進する

ために中核となる病院をいう。 都道府県からの

推薦を受け、･厚生労働省が整備指針に基づき指

定する。 整備指針では、 耐震構造が指定の条件

になっている。 )

(4) クリニカルバスの作成及び適用と後方支援体

制の整備

標準的かつ効率的な医療を提供することで患

者負担を軽減し、 治療期間も短縮するため、 院

病院名 平成20年 平成“年 平成25年度

度実績値 疫学族値 計画値
桑名西戻療セ

27 5 % 30.6 %
ン夕 - - ~ー 35 %

窒名南医椿セ (複数医師
26.3 % 34.0 %

ン夕一 勤務診療科
桑名東医療セ では40 %

20.2 % 26.1 %
ン夕- - { ~ ｣

'

% 平成20 平成22 平成25
病院名 区分 年度実 年度実 年度計

績値 績値 画値
M R I 4 件 11件 M R I

'【.･し 0 件 髪十 560件
塾忽西覊痔 吸症候群筒 一一

睡眠目寺無呼セ ンター 易検査

C T 4 件 吸症候群簡

桑名南候痔 C T
12件 易検査

○件 - -
セ ンター 20件

桑名東医療 M R I 507件 50 1件 C T

センター C T 456件 46 1件 510件

病院名
平成20年度実

績値
病院名 平成20年

度実績値

平成“年 平成25年度

計画値度牛族値
桑名市民
病院
桑名市民
病院分院

27.5 % 35 %

(複数医師勤務

診療科では40 % )

桑名西戻療セ
27 5 % 30.6 %

35 %

(複数医師

勤務診療科
では40 %

ン夕一
26.3 %

型名南医療セ
26.3 % 34.0 %

ン夕 -

桑名東医療セ
20.2 % 26.1 %

ン夕一

病院名 区分
平成20年
度実績値

平成25年度
計画値

病院名 区分
平成20
年度実
績値

平成22
年度実
績値

平成25
年度計
画値桑名市

民病院
M R I 4 件 30件

塾名西覊痔

M R I 4 件 11件 M R I

560件

睡眠時無呼

吸症候群簡

睡眠時無呼
吸症候群簡
易検査

○件 20件

吸症候群簡
易検査

0 件 川ノ什
1 -

C T 4 件

30件

セ ンター

C T 4 件

12件
桑名市
民病院
分院

C T 0 件 易検査

20件

C T

510件

桑名南候痔 C T ○件
セ ンター

備考 平成20年度実績値については、平成21年 1月から同

年 3月までの件数
桑名東医療 M R I 507件 50 1件

センター C T 456件 46 1件

ミ

者負担を軽減し、治療期間も短縮するため J院
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るよう、 クリニカルパス (疾患別に退院までの

治療内容を標準化した計画表をいう。 ) の作成

及び適用を進め、 質の高い医療を提供するとと

もに、 転院あるいは退院後の医療が円滑に継続

できるように、 後方支援体制を整えること。

-

3 患者サービスの一層の向上

(1) 診療待ち時間等の改善

外来診療、検査及び手術等の待ち時間の改善

に取り組むこと。

･

h

内のパス委員会での検討を通じて、 作成済みの

クリニカルパスの点検や新たなパスの作成を進

める。

〔クリニカルパスの種類数〕

病院名 平成20年度 平成25年度

実績値 計画値

桑名市民病院 L3 20

桑名市民病院分院 - 7 10

他の医療機関の後方支援病院として、 術後入

院や緊急時の受入れ等、 円滑で継続的な医療を

提供できる体制を強化する。

〔後方支援する医療機関数〕

病院名 平成20年度 平成25年度

実績値 計画値
桑名市民病院及び分院 3 8

地域医療連携室の機能を充実させ、 地域包括

支援センターや地域の介護 ･福祉機関への患者

情報の提供や退院時カンファレンスの取組み等

を推進することにより、 その連携を強化し、 医

療から介護 ･福祉への切れ目のないサービスの

提供を行う。

3 患者サービスの一層の向上

(1) 診療待ち時間等の改善

待ち時間に関する実態調査を毎年 1回以上行

い、 その現況及び原因を把握し、 必要に応じて

次のような改善を行う。

ア 再診予約制度の運用方法の再検討のほか、
初診予約制度の導入等、予約制度全般につい

て再度検討し、 診療待ち時間の短縮を図る。

イ 検査機器の稼働率の向上等により、 検査待

ち日数及び時間の短縮を図る。

ウ 手術室の効率的な運用等、 手術の実施体制

を整備し、 平成25年度における手術件数は、

平成20年度比20 % 増を目指す。

病院名 平成20年 平成22年 平成25年度

度実績値 度実績値 計画値

桑名四･什 ヒンター 13 24 30

品々 南隣り專センター 7 8 10

桑名東1妄糖センター 39 39 55

-"

- -
′

-

病院名 平成20年 平成22年 平成25年度

度実績値 度実績値 計画値

桑名西候癖センター及
3 4

し ,翻叺りいむン夕一 23

桑名市医療センター 13 17

病院名 平成20年度

実績値

平成25年度

計画値

病院名 平成20年

度実績値

平成22年

度実績値

平成25年度

計画値

桑名市民病院 13 20 桑名四･什 ヒンター 13 塾 30

桑名市民病院分院 7 10 品々南匡癖センター 7 且 lo

桑名東1妄糖センター 39 39 55

病院名 平成20年度

実績値

平成25年度

計画値
病院名 平成20年

度実績値

平成22年

度実績値

平成25年度

計画値

桑名市民病院及び分院 3 8 桑名西候癖センター及
3 4

望、- " 山戻り古ヒンタし --"^りいヒンノ --

桑名市医療センター 13 17
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(2) 院内環境の快適性向上

患者や来院者により快適な環境を提供するた

め、 施設の改修及び補修をきめ細かく実施する

とともに、 患者のプライバシー確保に配慮した

院内環境の整備に努めること。

(3) 患者の利便性向上

医療費のク レジットカード等による支払い

や、 コンビニエンスストアでの収納等、 患者の

利便性の向上に取り組むこと。

(4) 職員の接遇向上

患者サービス向上の観点から、 職員一人ひと

りが接遇の重要性を認識して、 接遇の向上に努

めること。

4 より安心で信頼できる質の高い医療の提供

(1) 医療安全対策の徹底

患者及び市民に信頼される良質な医療を提供

するため、 院内感染防止対策を確実に実施する

とともに、 医療事故等に関する情報の収集及び

分析に努め、 医療安全対策を徹底すること。

↑

㈹

↑

〔手術件数〕

病院名 平成20年 平成25年度

度実績値 計画値

桑名市民病院 985件

桑名市民病院分院 4 7件
1240件以上

(2) 院内環境のI央適性向上

患者や来院者により快適な環境を提供するた

め、 病室、 待合室、 トイレ及び浴室等の改修又

は補修を実施するとともに、 患者のプライバシ

ー確保に配慮した院内環境の整備に努める。

(3) 患者の利便性向上

医療費のク レジットカー ド、 デ ビットカー ド

又は電子マネー等による支払や、 コンビニエン

スス トアでの収納等について、 経営上のメリッ

ト及びデメリットを勘案しつつ、 患者の利便性

の向上に取り組む。

(4) 職員の接遇向上

市民に選ばれ、 市民が満足する病院であるた

め、 既に実施している院内及びホームページで

の ｢あなたの声｣ の取組みに加え、 定期的な患

者アンケート、 患者の会等を通じて患者の意向

をとらえ、 患者サー ビスの向上につなげる。

その上で、 全職員が参加する研修や接遇の良

い病院の見学等により、 病院全体の接遇の向上

を図る。

(5) ボランティアとの協働によるサー ビス向上

地域のボランティアと連携 ･協力して患者サ

ー ビスを向上させるため、 ボランティアの積極

的な参加が可能となるよう、 規程の見直しや施

設の整備を進める。

4 より安心で信頼できる質の高い医療の提供

(1) 医療安全対策の徹底

市民に信頼される良質な医療を提供するた

め、 医療安全管理委員会において医療事故及び

医療事故につながる潜在的事故要因に関する情

報の収集及び分析に努め、 医療安全対策を徹底

する。

病院名 平成2o年度 平成22年度
麦 訂

実績値 実績値

985件 1,0 70件ネヒンター

ゑゐ - しン夕一 4 7 件 144件 3,ooo件

姦々聚" ヒ ンター 1 547 件 1,103 件

病院名 平成20年

度実績値

平成25年度

計画値

病院名 平成20年度

実績値

平成22年度

実績値 震訂
桑名市民病院 98斑牛

1240件以上
ネヒンタ 985件 1,0 70件

3,000件

'爪に、ン 一

桑名市民病院分院 4 7件 - しン夕 - 4 7 件 144件しン夕 -

姦々 聚-~ ‐ヒンタ 1,5 47 件 1,103 件聚" にン ー ,し′
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(2) 患者中心の医療の実践

医療の中心は患者であるという認識の下、 患

者の権利を尊重 し、 イ ンフォーム ド ･ コンセン

ト (患者やその家族が、 自ら受ける治療の内容

に納得し、 自分に合った治療法を選択できるよ

うな十分な説明を受けた上での同意をいう。 )

を徹底すること。

また、 セカンドオピニオン (患者やその家族

が、 治療法等の判断に当たって、 主治医とは別

の医師の意見を聴くこと。 また、 その意見をい

う。 ) を提供する体制を強化すること。

(3) 法令の遵守等

患者が安心して医療を受けられるよう、 医療

法 (昭和23年法律第205号) をはじめとする関係

法令を遵守するとともに、 行動規範と倫理を確

立すること。

また、 診療録 (カルテ) 等の個ノv情報の保護

並びに患者及びその家族への情報開示を適切に

行うこと。

(4) 電子カルテシステムの導入

患者中心の医療の充実や安全性の向上等を図

るため~ 疾病情報システムの南新時等にあわせ

て、 電子カルテの導入を進めること。

(4) 電子カルテシステムの導入等 I T 化の推進

患者中心の麒療の充実や安全性の両十等を図

院内感染の発生原因の究明及び防止対策を確

立し、 患者とその家族及び職員の安全を確保す

るため、 院内感染対策委員会及び I C T

(In f e ct 1on C o n t r o 1 Team " 感染対策チーム)

において、感染源や感染経路に応じた未然防止

及び発生時の院内感染対策を検討し、 確実に実

施する。

(2) 患者中心の医療の実践

医療の中心は患者であるという認識の下、 患

者とその家族が自ら受ける治療の内容に納得

し、 治療及び検査の選択についてその意思を尊

重するため、 イ ンフォーム ド ･ コンセ ントを徹

底するとともに、 医療相談室の機能の充実を図

る。

医療を自由に選択する患者の権利を守るた

め、 他院及び自院の患者やその家族が、 治療法

等の判断に当たり主治医とは別の医師の意見を

求めたとき、 適切にセカンドオピニオンを提供

できる体制を強化する。

(3) 法令の遵守等

桑名市が設立する医療機関としての公的使命

を適切に果たすため、 医療法 (昭和23年法律第

205号)をはじめとする関係法令を遵守するとと

もに、 内部規律の策定、 倫理委員会によるチェ

ック等を通じて、 役職員の行動規範と倫理を確

立する。

診療録 (カルテ) 等の個人情報の保護並びに

患者及びその家族への情報開示については、桑

名市民病院個人情報保礎 にも7 基づき、 個人情

報保護推進委員会を中心として適切に行い、 ま

た、 プライバシーマークの取得を推進する。

(4) 電子カルテシステムの導入

診療の効率性を確保しつつ、 患者中心の医療

の充実や安全性の向上等を図るため、 カルテの

運搬や受付 ･会計待ち時間が削減可能で、 カル

テの取違えや薬の処方ミス等も防止できる電子

カルテシステムの導入を、

桑

名市総合輳痔センター

等 I T 化の推進

及び高藻涌信同線を活用

ため~ 疾病情報システムの南新時等にあわせ るため、 電子カルテ及び高速通信回線の導入を

進佳めること。
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(5) 病院機能評価の認定

財団法人日本1妄言機仙午虹家出滋、 実施して

いる病院機能評価の認定を中期目標期間中の早

期に受けることにより、 医療の質及び安全対策

の検証に努め、 市民からの信頼の確保に努める

こと。

(6) 市民への保健医療情報の提供及び発信

医療に関する専門分野の知識や蓄積された情

報を活用して、 市民対象の公開講座の開催やホ

ームページでの情報提供等、保健医療情報の発

信及び普及啓発を推進すること。

第 3 業務運営の改善及び効率化に関する事項

1 地方独立行政法人としての運営管理体制の確立

桑名市民病院の運営が的確に行えるよう、 理事

会及び事務局等の体制の整備をはじめ、中期目標、

中期計画及び年度計画を着実に達成できる運営管

理体制を構築すること。

2 効率的かつ効果的な業務運営

(1) 適切かつ弾力的な人員配置

高度な専門知識と技術に支えられた良質で安

全な医療を提供するため、 医師をはじめとする

職員を適切かつ弾力的に配置すること。

また、 必要に応じて常勤以外の雇用形態を取

り入れることなどにより、 多様な専門職の活用

公益財団法人u本医療機能評価機構

そ

‐

各病院

新病院

の整備時を肴住める‐

(5) 病院機能評価の認定

医療の質及び安全対策を検証し、 市民からの

信頼を確保するため、 財団法人日本,~

価機構が実施している病院機能評価の認定を中

期目標期間中の早期に取得する。

(6) 市民への保健医療情報の提供及び発信

医療に関する専門分野の知識や蓄積された情

報を活用して、 平成20年度に医師 ･薬剤師等が

参加して 7 回実施した出前講座、 平成19年度か

ら毎年 1回開催している公開講座の充実、 医師

をはじめとする医療スタッフによる、 病院内で

の地域住民を対象とした小講座の開催、 及び広

報、 ケーブルテレビ、 ホームページの活用等に

より、 保健医療情報を発信し、 市民の医療や健

康に対する意識の啓発を推進する。

第 2 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達

成するためとるべき措置

1 地方独立行政法人としての運営管理体制の確立

桑名市民病院の運営が的確に行えるよう、理事長、

副理事長及び理事で構成する理事会のほか、病院組

織の体制を整備して、 運営管理体制を構築する。

中期目標、中期計画及び年度計画の着実な達成に

向けて、 毎月の収支報告を踏まえ、 各診療科 ･部門

別の収支を計算するなどの経営分析や、 計画の進捗

状況の定期的な把握等を行い、継続的な改善の下で

の業務運営を実施する。

2 効率的かつ効果的な業務運営

(1) 適切かつ弾力的な人員配置

高度な専門知識と技術に支えられた良質で安

全な医療を提供するため、 地方独立行政法人化

のメリットの一つである柔軟な人事管理制度を

活用して、 医師をはじめとする職員を適切かつ

弾力的に配置する。

した医療"車欖ネットワークへの参加を、 新病院

整備を踏ま★≦確める‐

基準の維持

各病院において公益財団法人日本

認定廿学逃イ.仏誇りる。

各病院
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を図り、 効果的な医療の提供及び効率的な業務

運営に努めること。

(2) 事務職員の専門性の向上

プロパー職員の採用や研修の充実等により、

病院特有の事務に精通した職員を確保及び育成

し、 病院経営の専門化を図ること。

(3) 新しい人事評価制度の構築

職員の努力が評価され、 業績や能力を的確に

反映した人事及び昇任管理を行うため、 公正で

客観的な新しい人事評価制度の導入を図るこ

と。

(4) 勤務成績を考慮した給与制度

地方独立行政法人法 (平成15年法律第118号)

第57条第 1 項の規定に基づき、 職員の勤務成績

を考慮した給与制度を導入し、適劫な運用を図

ること。

(5) 職員の就労環境の整備

日常業務の質の向上を図り、 患者の安全を守

るとともに、 優秀な職員を確保するため、 職員

にとって働きやすく、 また、 働きがいのある就

労環境を整備すること。

(6) 業務改善に取り組む組織風土の醸成

職員の意欲を高め、 業務運営への積極的な参

画を促すなど、 継続的に業務改善へ取り組む組

織風土を醸成すること。

･

必要に応じて常勤以外の雇用形態を取り入れ

ることにより、 多様な専門職の活用を図り、 効

果的な医療の提供及び効率的な業務運営に努め

る。

(2) 事務部門の職務能力の向上

桑名市の派遣職員から法人が独自に採用した

プロパー職員に段階的に切り替えることで、 中

期計画期間内に10名以内とすることを目指し、
また研修等を充実させることで、 病院特有の事

務に精適した職員を確保及び育成し、 事務部門

の職務能力を向上させる。
あわせて、 事務職員数を適正化し、 事務部門

のスリム化を図る。

(3) 新しい人事評価制度の構築

職員の努力が評価され、 業績や能力を的確に

反映した人事及び昇任管理を行うため、 公正で

客観的な新しい人事評価制度を導入する。

(4) 勤務成績を考慮した給与制度の導入

職員の給与については、 職員の努力や法人の

業績が反映される給与制度を導入し、 適切に運

用する。

(5) 職員の就労環境の整備

日常業務の質の向上を図り、 患者の安全を守

るとともに、 優秀な職員を確保するため、 柔軟

な勤務形態の採用、 時間外勤務の削減、 休暇の

取得の促進等、職員にとって働きやすく、また、

働きがいのある就労環境を整備する。

(6) 業務改善に取り組む組織風土の醸成

各部門間 のコミュニケーショ ンを良く して、

連携を円滑にする。

その上で、 病院経営に係る目標の設定や課

題 ･改善提案に対し、 職員の誰もが参画可能な

体制にするなど、職員個々が経営状況を理解し、

継続的に業務改善へ取り組む組織風土を醸成す

る。

/

'‐'

-

.
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(7) 予算の弾力化等

地方独立行政法人制度の特長である、 中期目

標及び中期計画の枠の中で、 予算科目や年度間

で弾力的に運用できる会計制度を活用した予算

執行を行うことにより、 効率的かつ効果的な事

業運営に努めること。

また、複数年契約や複合契約など多様な契約

手法を活用し、 費用及び業務量等の節減を図る

こ と。

(8) 収入の確保と支出の節減

効果的な病床管理を行うことによる病床利用

率の向上及び高度医療機器の稼働率の向上を図

り、診療報酬の改定や健康保険法等の改正に的

確に対処するとともに、 診療報酬の請求漏れや

減点を防止し、 未収金の未然防止対策と早期回

収に努め、 収入を確保すること。

後発医薬品の採用を一層促進するほか、 医薬

品及び診療材料等の購入方法の見直しや業務委

託の推進など、 事業運営に係るあらゆる支出を

点検 し、 その節減に努めること。

、

.

(7) 予算の弾力化等

中期計画の枠の中で、 予算科目や年度間で弾

力的に運用できる会計制度を活用した予算執行

を行うことにより、 効率的かつ効果的な事業運

営に努める。

複数年契約や複合契約等、 多様な契約手法を

活用し、 費用及び業務量等の節減を図る。

(8) 収入の確保と支出の節減

ア 収入の確保

(ア) 医師及び看護師の充実

(イ) 7 対 1 入院基本料の維持

(ウ) D P C 制度の活用

(エ) 入院については入院患者数の増加、病

床利用率の向上及び平均在院日数の短

縮、外来については外来患者数の増加

〔入院患者数、病床利用率、 平均在院日数

及び外来患者数〕

病院名 区分
平成19年 平成20年

桑名市 入院患者数 49,536人 50,044人

民病院 病床利用率 57.8 % 58.6 %

平均在院日数 17 9 日 16 .8 目

外来患者数 116,937人 122,772人

桑名市 入院患者数 5,951人 5 , 58 3人 ‐

民病院 病床利用率 33.2 % 3L 2 %

分院 平均在院日数 5 .9 日 6 .0日

外来患者数 36,924人 34,455人

入院患者数及び外来患者数については、
前年度の患者数を下回らないこととする。

平成25年度における病床利用率は、平成

20年度比5 % 増を目指す。

平均在院日数については、前年度を上回

らないこととする。

(オ) 高度医療機器の稼働率の向上

(力) 診療報酬の改定や健康保険法等の改正

病院名
平成20年 平成22年

区分 - - - -度実績値 度実績値

桑名西 入院患者数 50,044人 4 7、94 0 人

医療セ 病床利用率 58.6 % 56.1 %

ン夕一 平均在院日数 16 .8 日 15 .8 日

外来患者数 12 2 ,7 72人 115,487人

桑名南 入院患者数 5,583人 7,575 人

医 療 セ 病床利用率 31 2 % 26.3 %

ン夕一 平均在院日数 6 .0 日 5 . 5 日

外来患者数 34,455人 28 9 59 人

桑名東 入院患者数 79,279 人 82 ,53 3 人

医療セ 病床利用率 62.2% 6 4 ,8%
･

ン夕一 平均在院日数 14 .8 日 ･ 14 .9 目

外来患者数 164,957人 150 929人

病院名 区分
平成20年
度実績値

平成22年
度実績値病院名 区分

平成19年
度実績値

平成20年
度実績値

桑名市

民病院

入院患者数 49,536人 50,044人 桑名西

医療セ

ン夕一

入院患者数 50,044人 4 7、94 0 人

病床利用率 57.8 % 58.6 % 病床利用率 58.6 % 56.1 %

平均在院日数 17 9 日 16 .8 日 平均在院日数 16 .8 日 15 .8 日

外来患者数 116,937人 122,772人 外来患者数 12 2 ,7 72人 115,487人

桑名市

民病院

分院

入院患者数 5,951人 5 , 58 3人 桑名南 入院患者数 5,583人 7,575 人

医 療 セ 病床利用率 31 2 % 26.3 %病床利用率 33.2 % 3L 2 %

ン夕一平均在院日数 5 .9 日 6 .○日 平均在院日数 6 .○日 5. 5 日

外来患者数 36,924人 34,455人 外来患者数 34,455人 28 9 59 人

桑名東 入院患者数 79,279 人 82 ,53 3 人

医療セ 病床利用率 62.2% 6 4 ,8%

ン夕一 平均在院日数 14 .8 日 14 .9 日

外来患者数 164,957人 150 929人
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への的確な対処と診療 ,..
?〕請求漏れや

減点の防止

(キ) 未収金の未然防止と早期回収

イ 費用の節減

医薬品、診療材料等の購入や清掃、警備等

の業務委託については、 2 病院で一括して調

達及び契約を行うことにより、 費用の節減を

図る。

(ア) 後発医薬品の採用促進

〔後発医薬品採用率及び採用数〕

区分 病院名
平成20年 平成25年
度実績値 膚計画値

後 発 医 薬 桑名市民病院 12.2 %

品採用率 桑名市民病院分院 8.6 %
15 %

後 発 医 薬 桑名市民病院 119

品採用数 桑名市民痢院分院
盗型

60

(イ) 薬吊及い“ノ渇く材料における同種 ･同効

果のものの整理、 購入方法の見直し及び

過剰な在庫の防止による死蔵品及び期限

切れ廃棄品の削減

〔材料費対医業収益比率〕

病院名 平成20年度 平成25年度

実績値 計画値

桑名市民病院 18.9 %
26.9 %

桑名市民病院分院 27.1 %

備考 平成19年度自治体黒字病院 殿病院

の材料費対医業収益比率 26.9 %

旦

区分 病院名
平成20年 平成22年 平成25年
度実績値 度実績値 度計画値

桑名西医
12.2 % . 14.1 % 15.5 %

療センチ 一一一一

後 発 医
童夕,南医

薬 品 採 8.6 % 11.1 % 11 5 %
療センタ- ~▼一一

用率
桑名東医

6.5 % 6.9 % 8.1%
療センチ 一一一

桑名西医
119 139 150

療センター 一一
後 発 医

桑名南医
薬 品 採 60 78 8 0

療センター -
用数

桑名東医

療セソタ]
型 84 100

病院名 平成20年 平成“牛 平成25年度

!曵′ ′･5

姦ル 西だヰヒンタ - 18,9 % 2 1,7 %

ヒンター 27.1 % 22,7 % 2 1 7 %

誘タ市医療センター 22,8 % 19.8 %

21

25.8 %

区分 病院名
平成20年
度実績値

平成25年
区分 病院名

平成20年
度実績値

平成22年
度実績値

平成25年
度計画値

後 発 医 薬

品採用率

桑名市民病院 12.2 %
15 %

後 発 医

薬 品 採

用率

桑名西医
12.2 % 14.1 % 15.5 %

療センク-桑名市民病院分院 8.6 %

後 発 医 薬

品採用数

桑名市民病院 119
230

童夕,南医
8.6 % 11.1 % 11 5 %

療センタ-桑名市民病院分院 60

桑名東医
6.5 % 6.9 % 8.1%

療センチ

後 発 医

薬 品 採

用数

桑名西医

療センター
119 139 150

桑名南医
60 78 8 0

療センター

桑名東医

療センター
79 84 100

病院名 平成20年度

実績値

平成25年度

計画値

病院名 平成20年 半事戊Z汲牛 平成25年度

姦ル 西rだヰ ヒンター 18.9 % 2 1.7 %

2 1 7 %
桑名市民病院 18.9 %

26.9 % ヒンター 27.1 % 22.7 %
桑名市民病院分院 27.1 %

誘タ市医療センタ 22.8 % 19.8 %1]采 ノン 一 ･ 0
備考 平成19年度自治体黒字病院 殿病院

の材料費対医業収益比率 26.9 %
21

25.8 %
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第 4 財務内容の改善に関する事項

公的な病院としての使命を果たしていくための経

営基盤を確保するため、 ｢第 3 業務運営の改善及

び効率化に関する事項｣ で定めた事項に即した中期

計画及び年度計画を作成し、 これに基づいて病院を

運営することにより、 中期目標の期間の最後の事業

年度までに経常収支比率100パーセント以上を達成

すること。

‘

‐

,

.

(ウ) 委託内容、 委託先及び契約方法等を全

般的に見直すことによる既存の業務委託

の適正化、並びに効率化が見込める業務に

おける新規の業務委託の推進

〔経費対医業収益比率〕

病院名 平成20年度 平成25年

実績値 度計画値

桑名市民病院 24.6 %
22.6 %

桑名市民病院分院 2 1.7 %

備考 平成l9年度自治体黒字病院一般病

院の経費対医業収益比率 22.6 %

(エ) 医療安全の確保、医療の質や患者サー

ビスの向上等に十分配慮した上での業務

の効率化 ･業務量の適正化による人件費

宅 箒 ･,･“““'
) 平成20年度 平成25年度

病院名 実績値 計画値

桑名市民病院 70 . 1 % 66.6 %

桑名市民病院分院 48.5 % 48.5 %

備考 平成19年度白治休黒字ノ内i丸 取柄院

の人件費対医業収益比率 49.3 %

第 3 予算 (人件費の見積りを含む。 )、 収支計画

及び資金計画

公的な病院としての使命を果たしていくための経

営基盤を確保するため、 ｢第 2 業務運営の改善及

び効率化に関する目標を達成するためとるべき措

置｣ で定めた計画を確実に実施することにより、 中

期目標の期間中に経常収支比率100パーセント以上

を達成することを目指す。

1 予算 (平成21年度下半期 ~ 平成25年度)

(単位 :百万円)

区 分 金 額

収入

営業収益 17 9 97

医業収益 17 ,8 0 3

平成20年 平成22年 平成25年度病院名
ロ=期1廻

桑名西喉瘡センター 24.6 % 17.7 %

桑名南医療、センター 21.7 % 16.8 % 15.8 %

桑名栗ヴ ヒンター 15.1 % 16.5 %

21

23.o %

'‐'

平成20年 平成22年 平成25年度病院名 “

嶋 “- " 嶋 !一" 計画色

桑名西医療センター 70.1 % 67.2 %

垂" 茜灰痔センタ - 48,5 % 47.1 % 6 1,1 %

桑名南医療センター 58.5 % 58 8 %

墾
51.4 %

区 分 金 額

収入

営業収益 2 8 ,0 39

医業収益 2 6 .5 7 7

病院名 平成20年度

実績値

平成25年

度計画値

病院名 平成20年 平成22年 平成25年度

桑名西喉瘡センター 24.6 % 17.7 %

15.8 %
桑名市民病院 24.6 %

22.6 % 桑名南医療センター 21.7 % 16.8 %

桑名市民病院分院 2 1.7 %
桑名界" ヒンタ 15.1 % 16.5 %“≠′“男"‐~ ヒン - ･ 0

備考 平成l9年度自治体黒字病院一般病

院の経費対医業収益比率 22.6 %
21

23.o %

病院名
平成20年度
実績値

平成25年度
計画値 病院名 平成20年 平成22年 平成25年度

桑名市民病院 70 . 1 % 66.6 %
桑名西医療センター 70.1 % 67.2 %

6 1.1 %
桑名市民病院分院 48.5 % 48.5 %

萎ヌタ 茜灰痔センタ - 48.5 % 47.1 %
備考 平成19年度白治休黒字ノ内i丸 取柄院

の人件費対医業収益比率 49.3 %
桑名南医療センター 58.5 % 58 8 %

墾
51.4 %

区 分 金 額
区 分 金 額

収入

営業収益

医業収益

2 8 ,0 39

2 6 .5 7 7

収入

営業収益

医業収益

17 .9 97

17 ,8 0 3
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運営費負担金 194

営業外収益 1,0 59

運営費負担金 74 2

運営費交付金 249

その他営業外収益 68

資本収入 34 1

運営費負担金 221

支出

営業費用 18 ,3 10

医業費用 17 ,90 4

給与費 10 .7 00

材料費 4 ,3 7 1

経費 2 ,7 2 5

資産減耗費 9

研究研修費 99

一般管理費 406

営業外費用 423

資本支出 607

建設改良費 152

長期借入金償還金 365

その他資本支出 9 0

その他の支出 0

計 19 3 40

(注 1 ) 計数は、 端数をそれぞれ四捨五入してい

る。

(注 2 ) 期間中の砂ネ , ろ改定、 給与改定及び

物価の変動は考慮していない。

[人件費の見積り]

期間中総額10,700百万円を支出する。
なお、 当該金額は、 役員報酬並びに職員給

運営費負担金 1 2 11

運営費交付金 170

補助金等 8 1

営業外収益 373

運営費負担金 245

運営費交付金 O

その他営業外収益 128

資本収入 10 , 39 6

設立団体出資金等 4 , 5 74

運営費負担金 26

長期借入金 5 , 79 6

その他資本収入 0

その他の収入 0

計 3 8 ,8〇8

支出

営業費用 ‐ 2 7 , 74 6

医業費用 2 6 , 78 5

給与費 15 , 86 2

材料費 5 , 8 30

経費 4 , 98 6

研究研修費 10 7

…般管理費 96 1

営業外費用 102

資本支出 10 , 54 6

建設改良費 10 , 17 1

長期借入金償還金 3 7 5

その他資本支出 0

その他の支出 0

計 38 ,3 94

16 ,6 9 9

支出

営業費用

医業費用

給与費

材料費

経費

資産減耗費

研究研修費
一般管理費

営業外費用

資本支出

建設改良費

長期借入金償還金

その他資本支出

その他の支出

計

18 ,3 10

17 ,90 4

10 ･7 00

4 ,3 7 1

2 ,7 2 5

2

99

406

423

607

152

365

9 0

0

19 , 340

支出

営業費用

医業費用

給与費

材料費

経費

研究研修費

…般管理費

営業外費用

資本支出

建設改良費

長期借入金償還金

その他資本支出

その他の支出

計

2 7 , 74 6

2 6 , 78 5

15 , 86 2

5 , 8 30

4 , 98 6

10 7

96 1

102

10 , 54 6

10 ' 17 1

3 7 5

0

0

38 ,3 94
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料、職員諸手当及び休職者給与の額に相当す

るものである。

[運営費負担金等の繰出基準ほか]

地方独立行政法人法 (平成15年法律第l18

号。 以下 ｢法｣ という。 ) 第85条第 1項に基

づき設立団体が負担すべき経費及び法第42条

に基づき設立団体が交付できる金額について

は、地方独立行政法人法等の施行に係る公営

企業型地方独立行政法人の取扱いについて

(平成16年 4月 1 日総財公第39号総務省自治

財政局公営企業課長通知) ｢第 1 設立団体

が負担すべき経費について｣ に定められた基

準及び別紙のとおりとする。

建設改良費及び長期借入金等元利償還金

に充当される運営費負担金等について

は、資本助成のための運営費負担金等とする。

2 収支計画 (平成21年度下半期 ~ 平成25年度)

(単位 "百万円)

区 分 金 額

収益の部 19 ,0 56

営業収益 17 ,9 9 7

医業収益 17 ,8 0 3

運営費負担金収益 194

･

営業外収益 1,0 59

法第59条第 2 項及び地方〆中古行政法人桑名市

病院への幟島の弓隣礫ぎ打開ず者条

年桑名市条例第32号) の類字により、 平成21年

10月 1 日『澳人の職員となった者の、 桑名 市幟

員となった日から中戸九年 9 月 30までの退職"千

当に充てるべき財源措置は~ 言夢寺団体により行

われる。

新病院

整備費用

区 分 金 額

収益の部 2 8 ,8 0 4

営業収益 2 8 , 38 2

医業収益 26 , 57 7

運営費負担金収益 1, 12 5

運営費交付金収益 17 0

補助金等収益 8 1

資産見】風軍営費角畑全戻入 86

資産囲う反寄附金等戻入 88

畜産見返物品受贈額戻入 255

営業外収益 373

区 分 金 額 区 分 金 額

収益の部

営業収益

医業収益

運営費負担金収益

営業外収益

19 ,0 56

17 ,9 9 7

17 ,8 0 3

194

1,0 59

収益の部

営業収益

医業収益

運営費負担金収益

運営費交付金収益

補助金等収益

資産見】風軍営費角畑全戻入

資産囲う反寄附金等戻入

畜産見返物品受贈額戻入

営業外収益

2 8 ,8 0 4

2 8 , 38 2

26 , 57 7

1, 12 5

鬘9
8 1

鰹
88

255

373

17



ト

′

′

‐

運営費負担金収益 742

運営費交付金収益 249

その他営業外収益 6 8

その他の収入 O

費用の部 19 ,3 18

営業費用 18 ,8 9 5

医業費用 18 ,4 8 9

給与費 lo , 70 0

材料費 4 , 3 7 1

経費 2 , 72 5

減価償却費 58 1

資産減耗費 13

研究研修費 99

一般管理費 406

営業外費用 423

純利益 △262

(注 ) 計数は、 端数をそれぞれ四捨五入してい

る。

3 資金計画 (平高れ年度下半期 ~ 平成25年度)

(単位 ;百万円)

区 分 金 額

資金収入 19 , 39 7

業務活動による収入 19 , 0 56

診療業務による収入 17, 80 3

運営費負担金による収入 9 36

運営費交付金による収入 249
M)

その他の業務活動による収入 68

投資活動による収入 2 2 1

運営費負担金による収入 22 1

その他の投資活動による収入 0

運営費負担金収益 245

運営費交付金収益 O

その他営業外収益 128

臨時利益 49

費用の部 28 ,8 2 1

営業費用 28 ,6 5 3

医業費用 2 7 ,6 8 2

給与費 16 ,2 7 3

材料費 5 ,8 30

経費 4 419

減価償却費 1 053

研究研修費 107

一般管理費 971

営業外費用 も 102

臨時損失 66

純利益 △17

上

(注 2 ) ロ…｢ 中の診療鞠醐 つ改定、 給与故定及1

費用の部

営業費用

医業費用

給与費

材料費

経費

減価償却費

資産減耗費

研究研修費
一般管理費

営業外費用

純利益

19 ,3 18

18 ,8 9 5

18 ,4 8 9

lo ' 70 0

4 , 3 7 1

2 , 72 5

58 1

13

99

406

423

△262

費用の部

営業費用

医業費用

給与費

材料費

経費

減価償却費

研究研修費

一般管理費

営業外費用 も

臨時損失

純利益

翔
鱸
麓
霊

-
題
塁

並

物価の変動は考慮していない。

区 分 金 額

資金収入
“

3 8 ,8 0 8

業務活動による収入 2 8 .4 12

診療業務による収入 2 6 ,5 77

運営費負担金による収入 L 456

運営費交付金による収入 17 0

補助金等による収入 8 1

その他の業務活動による収入 128

投資活動による収入 26

運営費負担金による収入 26

その他の投資活動による収入 0

区 分 金 額 区 分 金 額

資金収入

業務活動による収入

診療業務による収入

運営費負担金による収入

運営費交付金による収入

その他の業務活動による収入

投資活動による収入

運営費負担金による収入

その他の投資活動による収入

19 , 39 7

19 , 0 56

17, 80 3

9 36

249

68

2 2 1

22 1

0

資金収入

業務活動による収入

診療業務による収入

運営費負担金による収入

運営費交付金による収入

補助金等による収入

その他の業務活動による収入

投資活動による収入

運営費負担金による収入

その他の投資活動による収入

3 8 ,8 0 8

2 8 .4 12

2 6 ,5 77

1.4 5 6

17 0

8 1

128

些
26

Q
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財務活動による収入 120

長期借入による収入 120

その他の財務活動による収入 0

前期中期目標期間からの繰越金 o

資金支出 19 ,3 9 7

業務活動による支出 18 ,7 3 3

給与費支出 10 ,7 00

材料費支出 4 ,3 7 1

その他の業務活動による支出 3 .6 6 2

投資活動による支出 242

有形固定資産の取得による支出 152

その他の投資活動による支出 90

財務活動による支出 365

長期借入の返済による支出 23

移行前地方債償還債務の償還による支出 342

その他の財務活動による支出 0

次期中期目標期間への繰越金 57

(注 ) 計数は、 端数をそれぞれ四捨五入してい

る。

第4 短期借入金の限度額

1 限度額 1,200百万円

2 想定される短期借入金の発生理由

(1) 運営費負担金の受入れ遅延等による資金不

足への対応

(2) 予定外の退職者の発生に伴う退職手当の支

給等偶発的な出費への対応

第 5 重要な財産を譲渡し、 又は担保に供する計画

なし

第 6 剰余金の使途

決算において剰余を生じた場合は、 病舵地故の整

備又は医療機器の購入等に充てる。

財務活動による収入 Lo , 3 70

言号き団体出資金等による収入 4 ,5 74

長期借入による収入 5 ,79 6

その他の財務活動による収入 0

前期中期目標期間からの繰越金 - 0

資金支出 3 8 ,8 08

業務活動による支出 2 7 ,8 4 8

給与費支出 16 ,6 9 9

材料費支出 5 830

その他の業務活動による支出 5 319

投資活動による支出 lo , 17 1

有形固定資産の取得による支出 lo , 17 1

その他の投資活動による支出 0

財務活動による支出 375

長期借入の返済による支出 34

移行前小猫桝 ~務の償還による支出 34 1

その他の財務活動による支出 0

次期中期目標期間への繰越金 4 14

二

(注 2 ) 灼｣間中の診 * ,
.鋤つ改定~ 給与靴牛尾て

資金支出

業務活動による支出

給与費支出

材料費支出

その他の業務活動による支出

投資活動による支出

有形固定資産の取得による支出

その他の投資活動による支出

財務活動による支出

長期借入の返済による支出

移行前地方債償還債務の償還による支出

その他の財務活動による支出

次期中期目標期間への繰越金

19 ,3 9 7

18 ,7 3 3

10 '7 00

4 ,3 7 1

3 .6 6 2

242

152

90

365

23

342

0

57

資金支出

業務活動による支出

給与費支出

材料費支出

その他の業務活動による支出

投資活動による支出

有形固定資産の取得による支出

その他の投資活動による支出

財務活動による支出

長期借入の返済による支出

移行前小猫桝 ~務の償還による支出

その他の財務活動による支出

次期中期目標期間への繰越金

3 8 ,8 08

2 7 ,8 4 8

16 ,6 9 9

丸選塑

亟旦塑
lo ･ 17 1

lo ' 17 1

Q

鑿
錐
3銀

0

聟生

物価の変動は考慮していない。

1,80 0
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第 7 料金に関する事項

1 診療料金等

(1) 病院を利用する者からは、診療料金及びその

他諸料金を徴収する。

(2) 診療料金及びその他藷料金の額は、診療報酬

の算定方法(平成20年厚生労働省告示第59号)、

入院時食事療養費に係る食事療養及び入院時

生活療養費に係る生活療養の費用の額の算定

に関する基準 (平成18年厚生労働省告示第99

号)、後期高齢者医療の食事療養標準負担額及

び生活療養標準負担額(平成19年厚生労働省告

示第395号) 及び指定居宅サービスに要する費

用の額の算定に関する基準 (平成12年厚生省告

示第L9号) の規定により算定した額とする。

(3) 前号の規定にかかわらず、消費税法 (昭和63

年法律第108号) 第 6 条第 1 項の規定により非

課税とされるものを除く診療料金及びその他

諸料金の額は、前号の規定により算定した額に

100分の105を乗じて得た額 (その額に 1円未満

の端数を生じたときは、 これを切り捨てた額)

とする。

(4) 前 2 号に規定するもの以外の診療料金及び

その他諸料金の額は、 次のとおりとする。

種類 単位 金額

特 別 桑 名 特別室 1 日 に 12 ,000円

の 療 市 民一 つき
養 環 病院

個室 1 日 に 4 ,800円境 の

提 供 つき

に 係 桑 名 特別室 10 ,500円
- . 1 日 に

る 差 市 民

歩き 翳院個室“
つき

. '' " ■1 日 に

料 (保 つき
険 外 個室B 1 □ に 4 ,200円併 用

療 養 つき

費) 個室 C 1 日 に 3, 150円

つき

種類 単位 金額

特 別 桑 名
の 療 西 医
養 環 療 セ

境 の ン タ

提 供 一
に 係 桑 名
る 差 南 医
額 べ 療 セ
ツ ド ン タ
料(保 一
険 外
併 用
療 養
費)

種類 単位 金額 種類 単位 金額

特 別
の 療
養 環
境 の

提 供
に 係
る 差
額 べ
ツ ド

料 (保
険 外
併 用

療 養
費)

桑 名
市 民
病院

特別室 1 日 に

つき

12 ,000円 特 別
の 療
養 環
境 の
提 供
に 係
る 差
額 べ
ツ ド

料(保
険 外
併 用
療 養
費)

桑 名
西 医
療 セ
ン タ個室 1 日 に

つき

4 ,800円

桑 名
南 医
療 セ
ン タ

桑 名
市 民

病 院
分院

特別室 1 日 に

つき

10 ,500円

個室A 1 日 に

つき

6 ,300円

個室B 1 日 に

つき

4 ,200円

個室 C 1 日 に

つき

3, 150円

2 0
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桑 名

東 医

療 セ

ン タ

特室
1 日 に

つき
lo , 500 円

準特室

D 館

l 日に
7 3 50 円

つき

準特室

C 館

1 日に
6 .30 0 円

つき

個室
1 日に

つき
5 ,2 50 円

個室

C 館 5F

1 日 に
3 ,6 75 円

つき

.･′

長期入院の必要性が低
い患者の当院における

入院期間が180日を超え

た入院に係る加算料 (保

険外併用療養費)

1 日 に

つき

診療報酬の
算定方法に
より算定し
た入院基本
料 (他の保
険医療機関
から同一の

疾病等で当
院に転院し

てきた患者
についても

同様と し、
別に厚生労
働大臣が定
める状態に

ある患者を
除く。 ) に

100 分＼の 15

を乗じた点
数 (その点
数に 丸損末
満の端数が

あ る と き
は、 これを

四捨五入し
た点数) に
10円 を乗 じ

て得た金額
に、 100分の

10 5 を 乗 じ

て 得 た 額
(その額に

1 円未満の

端数を生じ

2 1



、

′

‐

たとき は、
これを切り

捨てた額)

患者の自主的な選択に 1 件 に 1 , 5 0 0 円 以
基づく予約医療で、予約 ( き 下で理事長

/ じ
が定める頌した時刻に適切に受け

ることができたもの (緊

急その他やむを得ない
事情がある場合 を除

く。 ) に係る加算料 (保

険外併用療養費)
他の病院又は診療所か 1 件 に 3 ,000 円 以

らの文書による紹介な
つき 下で理事長

しに受診した患者 (緊急 が定める額
その他やむを得ない事

情がある場合を除く。 )

の初診に係る加算料 (保

険外併用療養費)
セカ ン ドオピニオンに 1 回 1 20 ,000 円 以

係る面談料 時 間以 下で理事長
内 に つ が定める額
き

人間 ドック料 1 件 に 50 ,000 円 以

つき 下で理事長
が定める額

脳 ドック料 1 件 に 50,000 円 以

つき
下で理事長
が定める額

自由診療料 保 険点 10円
数 1 点

につき

無保険 保険点 15円

の場合 数 1 点
につき

自動車損害賠償責任保 保 険 点 20円

険診療料 数 1 点
につき

(5) 前号の規定により難い診療料金及びその他

諸料金の額は、 理事長が別に定める。

2 還付

既納の使用料及び手数料“は、還付しない。ただし、

理事長は、 特別な理由があると認めるときは、 その

全部又は一部を還付することができる。

3 減免及び徴収猶予

理事長は、 特別な理由があると認めるときは、 便

5,000円

患者の自主的な選択に
基づく予約医療で、予約
した時刻に適切に受け
ることができたもの (緊

急その他やむを得ない
事情がある場合 を除

く。 ) に係る加算料 (保

険外併用療養費)

1 件 に

つき

1 , 5 0 0 円 以
下で理事長
が定める額

5,000円他の病院又は診療所か

らの文書による紹介な

しに受診した患者 (緊急

その他やむを得ない事

情がある場合を除く。 )

の初診に係る加算料 (保

険外併用療養費)

1 件 に

つき

3 ,000 円 以
下で理事長
が定める額

'‐･セカ ン ドオピニオンに

係る面談料

1 回 1

時 間以
内 に つ

き

20 ,000 円 以

下で理事長
が定める額

人間 ドック料 1 件 に

つき

50 ,000 円 以

下で理事長
が定める額

脳 ドック料 1 件 に

つき

50,000 円 以

下で理事長
が定める額

自由診療料

無保険
の場合

保険点
数 1 点

につき

10円

無保険
の場合

保険点
数 1 点
につき

15円

自動車損害賠償責任保
険診療料

保険点
数 1 点
につき

20円

2 2



3 新病院移行の準備

平成27年 4 月に新病院が整備され、 ひとつの病

用料及び手数料の全部又は一部を減免し、 又は相当

の期間を定めて徴収を猶予することができる。

第 8 桑名市地方独立行政法人法施行細則 (平成21

年桑名市規則第26号) 第 4 条で定める事項

1 地域の医療水準向上への貢献に関する計画

(1) 地域医療への貢献

医師をはじめとする医療スタッフの他の医療

機関等への派遣又は相互交流、 及び地域の医療

従事者を対象とした研修会への参加又は講師派

遣を進める。

地元医師会等が主催する諸活動に積極的に参

加し、 情報交換に努める。

(2) 地域の医療従事者の育成

他の臨床研修病院の研修協力病院として、 そ

の病院の臨床研修医を受け入れるほか、 看護師

及び薬剤師等の実習の受入れ等を積極的に行

い、 地域の医療従事者の育成を進める。

(3) 保健医療情報の提供

地域医療のネットワークにおける中核病院と

して、 診療等を通じて蓄積した健康、 疾病予防

及び専門医療等に関する情報を、 地元医師会等

を通じて他の医療機関に提供する。

2 医療機器の整備に関する計画 (平成21年度下半

期 ~ 平成25年度)

高度医療及び急性期医療に取り組むため、 費用対

効果、 地域住民の医療需要及び医療技術の進展等か

ら総合的に判断して、 高度医療機器の整備を適切に

実施する。

整備の財源は桑名市長期借入金等とし、各事業年

度の桑名市長期借入金等の具体的な額については、
各事業年度の予算編成過程において決定される。

3 新病院の桁謝整備に関する計画

本涌の利便性が悪く、 老朽化した現在の桑名市民

･ ?

純“
#対

さ解
き、

ノ バ

+ノ ー‐“行の準備不荊フーパー

平成 24 年 4 月 1 日の再編統合を期に、 すみや

名市との連携の下、 地域の中核病院として担う 院として一体的に運営される予定であることを前 病院に替わる新たな地域の中核病院については、 桑 かに人事 ･労務の統一、 財務システムの一元化を

含む組織の集約化及び業務運営 名市との薄携の下、 交通の利便性の良い場所に碑雪暮 図るとともに、 各病院の人事交流を通じて医療機

の融合、一体化を計画的かつ速やかに進めること。 し、 二次医療を完結できるべく、 設備及び医療機器 能の集約化及び業務運営の効率化等に取り組む。
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また 新病院での業務開始に向けて、 診療機能の

検討その袖!必要な取り組みについて、 三重大学と

緊密な連携を図ること‐

メニティの向上を必須項目とする。

4 積立金の処分に関する計画

なし

5 法人が負担する債務の償還に関する事項

法人が桑名市に対し負担する債務の元利償還を確

実に行う。

の検討その袖仏要な取り組め折ついて、 = 重大学

α節勤 支援を求めるo

また 新病院での業務開始に向けて、 診療機能の 等の整備を進める。 その際は、 環境への軒言及びア また、 新病院での業務開始に向けて、 診療機能
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